
 

Re-Seed 特別セミナー「環境不動産・ＳＤＧｓセミナー～不動産投資におけるＥＳＧ投資・ＳＤＧｓの推進と Re-Seed 機構 

の活用について」（８月開催分） 

 

■開催日時:2026.8.21（金）14:20～17:00 

 

【第1部】 中大規模木造建築物の普及と経済性 

■講 師  一般財団法人 日本不動産研究所 

研究部 研究員 一級建築士  

大浦 悠都 氏（ライブ配信） 

■セミナー概要 

中大規模木造建築物について、木材利用の社会的意義、業界・技術動

向、建築費や修繕費などの経済性、投融資・評価の現状が紹介されました。木造化は建築費が割高になる傾向がある一方、混構造や適材適所の

活用によりコストを抑えられること、環境・社会面の価値が賃料や利回り等へ反映される可能性が示されました。 

■主な講演内容 

 建築・不動産分野における木材利用の意義  ・木造建築物の構造と業界動向     ・中大規模建築物の経済性 

 中大規模木造建築物に対する投資家の動向等 ・木造建築物の経済性（価値）について   

 



【第 2 部】国土交通省の不動産投資及び環境不動産に係る政策・取組について 

 

■講 師 国土交通省 不動産・建設経済局 不動産市場整備課 

不動産投資推進官  河村 直哉 氏（ライブ配信） 

■セミナー概要 

不動産証券化市場の制度と動向、地方における REIT・不動産特定共同事業

の活用事例が説明されました。あわせて、TCFD 対応や社会的インパクト不

動産の考え方、社会課題と事業成果を結び付けるロジックモデル、国土交

通省によるガイダンスやモデル事業など、ESG 投資を促進する政策が紹介

されました。 

■主な講演内容 

 不動産証券化の制度概要について 

 地方における不動産証券化～FTK のご紹介～ 

 不動産特定共同事業（FTK）の活用事例 

 不動産分野における ESG 投資の促進に向けて 

  

 



 

【第 3 部】耐震・環境不動産形成促進事業の概要と活用事例 

 

■講 師 一般社団法人 環境不動産普及促進機構 

    専務理事 千葉 達也（ライブ配信） 

■セミナー概要 

RESEED 投資事業の政策上の役割、出資スキーム、環境要件と活用事

例が紹介されました。既存建築物の省エネ改修、新規開発、混構造オ

フィス、物流施設、冷凍自動倉庫などの事例を通じ、⾧期安定的なリ

スクマネーの供給が民間投資を呼び込み、環境性能向上や地域再生、

社会課題の解決につながることが示されました。 

■主な講演内容 

 RESEED 事業の制度概要と役割 

 RESEED 投資事業の出資スキーム・環境要件・出資条件など 

 省エネ改修・新規開発等の活用事例 

 活用のメリットと留意点 

 


